





















を起点とする第 1次企業勃興，ついで日清戦争後の 1895 年を起点とする第 2


























い。すなわち第 3節では第１次企業勃興を，第 4節では第 2次企業勃興を，そ

























銀行会社の計画資本は 2億 1千 8百万円，鉄道会社のそれは 8億 5千 3百万円，
そして諸会社は3億9千2百万円であった6。後者から1895－98年5月における，




























































（１）『東京日日新聞』（1886 年 12 月 23 日号）
　1887 年に設立された両毛鉄道について，その前年に『東京日日新聞』（1886





































































成田鉄道 1.00 11.00 
豊川鉄道 1.00 6.00 
磯湊鉄道 1.00 1.70 
勢和鉄道 1.00 2.30 





























































































































































ヲモ包含スルモノト解釈スルヲ相当ナリトス」（大判明 34・4・25 民録 7 輯４
















































































































武相中央鉄道 25.50 （0.50） 10.00 （5.00）
東 武 鉄 道 20.00 （無） 7.00 （1.00）
毛 武 鉄 道 11.00 （無） 2.30 （1.00）
武 州 鉄 道 7.00 （1.00） 1.00 （1.00）
金 辺 鉄 道 10.00 （1.00） 5.00 （5.00）
近 江 鉄 道 6.50 （1.00） 7.00 （12.50）
中 国 鉄 道 6.00 （1.00） 6.50 （12.50）
駿 甲 鉄 道 4.00 （1.00） 1.00 （1.00）
京 姫 鉄 道 6.00 （1.00） 0.80 （1.00）
岩 越 鉄 道 4.50 （0.50） 1.00 （0.50）







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る分割払込制の下で，それでも通常の 50 円株の場合 12.5 円（鉄道の場合は前
述の通り 5円）は支払わねばならなかったところ32，先に見たように株式申込











































































東武鉄道 1.00 20.00 1.00 5.80 14.20 
毛武鉄道 1.00 11.00 1.00 1.20 9.80 
武州鉄道 1.00 7.50 1.00 1.00 6.50 
中国鉄道 1.00 5.50 15.50 7.20 12.80 
東京電車 0.25 6.50 0.50 1.60 5.00 
東洋汽船 権利 9.00 12.50 8.70 17.80 
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